
指定基準等チェック表（ボランティア要件に係る説明資料）
	法人名
	
	実績判定期間
	　　年　月　日～　年　月　日

	実績判定期間内の日を含む各事業年度において、特定非営利活動に報酬その他の対価を受けないで参加した個人で、県内に住所を有するものの数の合計数が年平均５０人以上であること
	ﾁｪｯｸ欄

	
	

	【留意事項】

１　ボランティアとして参加した者のうち、県内に住所を有する個人（氏名及び住所が明らかな者に限ります。）のみを数えてください。
２　報酬その他の対価を受けて参加したボランティアの方は、本要件におけるボランティア参加者の数に含めないでください。
３　法人の社員その他の構成員又は判定基準寄附者である方は、ボランティア参加者の数に含めないでください。

	


	
	実績判定
期間内の
各事業年度
	
	ⓐ
	ⓑ
	ⓒ
	ⓓ
	ⓔ
	

	
	
	自
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	

	
	
	至
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	　年　月　日
	

	
	ボランティアとして参加した県内居住者の数が50人以上である
	はい　いいえ
	はい　いいえ
	はい　いいえ
	はい　いいえ
	はい　いいえ
	

	
	【チェック欄】

□　ボランティアとして参加した者のうち、県内に住所を有する個人（氏名及び住所が明らかな者）のみを数えていますか。
□　報酬その他の対価を受けて参加した者をボランティア参加者数から除いていますか。
□　法人の社員その他の構成員又は判定基準寄附者をボランティア参加者数から除いていますか。

	　○　実績判定期間内において、ボランティアとして参加した者のうち、県内に住所を有する者の数が年50人未満の事業年度がある場合は、下欄により、年平均50人以上かどうかを判定してください。


	
	ボランティアとして参加した県内居住者の数
	ⓐ
	ⓑ
	ⓒ
	ⓓ
	ⓔ
	合計
	

	
	
	人
	人
	人
	人
	人
	Ａ
	人
	

	
	実績判定期間の月数

（注）一月未満の端数がある場合は、一月に切り上げます。
	Ｂ
	月
	

	ボランティアとして参加した県内居住者数
Ａ
人
×　12
＝

人
≧　５０人

実績判定期間の月数
Ｂ
　　月



（注意事項）
・　実績判定期間とは、申出書提出の直前に終了した事業年度の末日以前５年（指定を受けたことのない法人の場合は２年）内に終了した各事業年度のうち最も早い事業年度の初日から申出書提出の直前に終了した事業年度の末日までの期間です。
したがって、例えば、３月決算法人が24年６月に申出書を提出する場合、実績判定期間は19年４月１日から24年3月31日（認定を受けたことのない法人の場合は22年4月1日から24年3月31日）となります。

・　チェック欄には、この表の各欄の記載を終了し、基準を満たしていることを確認した場合に「○」を記載してください。
・　なお、指定審査の過程において、ボランティアとして参加した県内居住者の数の算出根拠について確認させていただく場合がありますので、算出根拠を示す書類を法人の主たる事務所に確実に保管するようお願いします。

「指定基準等チェック表」（ボランティア要件に係る説明資料）記載要領
	項　　　　目
	記　　載　　要　　領
	注　意　事　項

	「実績判定期間内の各事業年度」欄

	実績判定期間内の各事業年度を、「ⓐ」から「ⓔ」の各欄に記載します。

また、各事業年度において、ボランティアとして参加した者のうち県内に住所を有する者の数が50人以上である場合は下欄の「はい」、50人未満である場合は「いいえ」に○をします。

なお、ボランティアとして参加した者のうち県内に住所を有する者の数が50人以上であるかどうかの判定に当たっては、チェック欄の事項にご注意ください（確認後は、□に✔を記入してください。）。

実績判定期間内のすべての事業年度において、「はい」に○がされている場合は、その下の「ボランティアとして参加した県内居住者数」の計算の表及びその下の計算式の記載は必要ありません。
	ボランティア参加者の数の算出に当たっては、次の点に注意してください。

ア　ボランティアとして参加した者のうち、県内に住所を有する者（氏名及びその住所が明らかな者に限ります。）のみを数えます。
イ　報酬その他の対価を受けて参加したボランティアの方は、本要件におけるボランティア参加者の数に含めません。

ウ　法人の社員その他の構成員又は判定基準寄附者は、ボランティア参加者の数に含めません。



	「ボランティアとして参加した県内居住者の数」欄
	実績判定期間内の各事業年度における、ボランティアとして参加した県内居住者の数を、「ⓐ」から「ⓔ」の各欄に記載し、合計を「Ａ」欄に記載します。
	

	「実績判定期間の月数」欄
	実績判定期間の月数の総数を「Ｂ」欄に記載します。
	月数は暦に従って計算し、一月未満の端数がある場合は一月に切り上げます。


様式例








